
◇入学資格 組合員が通年雇用する従業員（雇用保険被保険者）

高卒同等以上の学力を有するもの。中卒、高校中退の場合は

高校卒業程度の学力を有するもの

◇訓練期間 令和５年４月～令和７年３月中旬（７・８月除く）

4～12月（月2～5日程度）1～3月（月10～20日程度）

午前9時～午後4時40分までの予定

◇諸経費 訓練費（1年目）80,000円（製図用具等の購入代金含む）

（2年目）60,000円 ※毎年４月全納

◇実施場所 札幌市白石区東札幌5条1丁目 札幌市産業振興センター

◇その他 訓練中は賃金の一部助成を受けられます。人材開発支援助成金

（年間約50万円ほど）※雇用保険の適用事業主、労働基準法に

よる休日等遵守等の要件を満たしていること。国（厚生労働

省）の助成金の為、内容が変更される場合があります。

訓練生が属する事業所に職業訓練指導員（建築板金科）が

いること。

◎訓練校の入校に関すること等 北海道板金工業組合札幌支部 事務局まで

お問合せください。札幌市白石区東札幌5条1丁目 札幌市産業振興センター

TEL 011-811-7222 FAX 011-811-8861

募集要領

令和５年度 札幌板金高等職業訓練校

札幌板金高等職業訓練校の令和５年度の訓練生を募集致します。
訓練校は、技能や知識を身に付けるだけでなく、技能士資格取得への近道
として学べる場です。修了生（試験合格者）は２級技能検定学科試験免除
で受検でき、修了後６年の実務経験で、職業訓練指導員講習の受講資格が
得られ、さらに指導員の資格を取得すると１級技能検定試験を学科免除で
受検できます。また訓練修了後、４年の実務経験で１級技能検定に受験が
できます。

募集期間 令和４年１２月２日（金）まで



訓練目標

以下の作業ができるように基本的な知識と技能を養い、将来の中堅技能者としての
素地を与えて職業人としての自覚を持たせる。

・建築板金の歴史、目的、分野を知る。
・板金用機械、器工具の小道具の取り扱いを身につける。
・板金製図での展開図の基礎、展開図法を学ぶ。
・建築一般構造の基礎知識を学ぶ。
・木質構造についての各構法を理解する。
・建築に係る一般基礎知識を学ぶ。
・建築設計製図法について基本的なことを学ぶ。
・安全及び衛生に関する法令事項を学ぶ。

訓練科及び訓練時間内訳予定

普通課程 建築外装系建築板金科

１年間訓練時間数 学科 ２５３時間 実技１６５時間 ＝ ４１８時間
分散実技 ９９０時間 合計１，４０８時間

※分散訓練とは、訓練生が所属している事業所で事業所の指導員により行う
訓練です。

※現場等で訓練の欠席がありますと、進級、修了できない場合があります。
※上記訓練時間は目安です。


